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左から山崎副支部長､堀田幹事長､能味副支部長

総会の　ご案内

下記により第14回定時総会を開催いたします｡

万障お繰り合わせのうえ､ご出席下さるようご案

内申し上げます｡

なお､会場等o)都合上､同封のハガキを5月11日

出までに必ずご返送方よろしくお願いいたします｡

記

1.日時　5月19日(日)午後3時までにご参集のこと

2.場所　国立デパート2階(国立商協ビル)

3.懇親会費　4,000円当日ご持参下さい｡

I

至立),,回申垂≒-撃竺一室国分寺

ニラGoD亘=ト(国立商協ビル,2F
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多摩中央信用金庫　　　　　　　　　り

支
部
旗
の
下
に
集
れ
1

-
　
学
員
の
結
束
更
に
堅
く

中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

幹
事
長
　
堀
田
　
　
勲

平
成
二
年
十
一
月
十
八
日
､
母

校
多
摩
校
舎
に
お
い
て
､
学
員
相

互

の

ヒ

ュ

ー

マ

ン

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
　
｢

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
｣
　
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
｡
我
が
国
立
支
部
か

ら
は
能
味
､
山
崎
両
副
支
部
長
と

私
堀
田
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
｡

豊
田
駅
で
待
ち
合
せ
､
バ
ス
に

乗
る
こ
と
約
二
十
分
､
秋
の
色
濃

い
多
摩
丘
陵
に
建
つ
多
摩
校
舎
に

到
着
､
関
係
者
の
誘
導
で
セ
レ
モ

ニ
ー
会
場
で
あ
る
9
号
館
へ
､
会

場
に
入
っ
て
見
る
と
す
で
に
セ
レ

モ
ニ
ー
は
進
行
中
で
あ
-
ま
し
た
｡

会
場
に
は
多
数
の
O
B
が
つ
め
か

け
松
身
雄
吉
理
事
長
室
室
長
の
司

会
の
も
と
､
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
の
中
で
進
行
し
て
い
っ
た
｡

挨
拶
に
立
っ
た
山
本
清
二
郎
理

事
長
な
ら
び
に
高
木
友
之
助
総
長

は
､
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
の
大

学
の
進
む
べ
き
基
本
的
な
方
針
等

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
｡

こ
の
後
､
親
子
三
代
中
大
で
学

ん
だ
家
族
五
組
と
最
高
齢
の
出
席

者
な
ら
び
に
遠
隔
地
か
ら
の
参
加

者
二
人
が
特
別
表
彰
を
受
け
表
彰

状
と
記
念
品
を
高
木
総
長
か
ら
贈

ら
れ
た
｡

式
典
終
了
後
､
全
日
本
大
学
で

四
年
連
続
金
賞
受
賞
に
輝
-
吹
奏

楽
部
の
す
ぼ
ら
し
い
演
奏
と
我
が

青
春
時
代
､
文
化
祭
な
ど
で
神
田

の
講
堂
で
聴
い
た
　
｢
ス
イ
ン
グ
ク

リ
ス
タ
ル
｣
　
の
軽
快
な
演
奏
を
聴

い
た
｡
良
-
知
っ
て
い
る
ス
タ
ン

ド
ナ
ン
バ
ー
も
多
く
思
わ
ず
-
ズ

ム
に
あ
わ
せ
て
身
体
も
動
い
て
し

ま
い
ま
し
た
｡

引
き
続
き
会
場
を
第
二
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
に
変
え
て
懇
親
パ
ー
テ

ィ
に
移
っ
た
｡
我
が
支
部
に
も
何

度
か
お
い
で
い
た
だ
い
た
長
沼
末

広
学
員
会
事
務
局
長
の
司
会
で
先

ず
堂
野
達
也
学
員
会
会
長
の
挨
拶

の
後
､
二
つ
の
樽
酒
の
鏡
割
り
が

行
わ
れ
､
高
木
総
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
開
宴
と
な
っ
た
｡
こ
の
日
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
八
王
子
の
郷

土
芸
能
　
｢
車
人
形
｣
　
の
上
演
で
あ

-
､
腰
掛
車
に
乗
っ
て
人
形
を
あ

や
つ
る
珍
し
い
伝
統
芸
能
で
あ
っ

た

｡

た

だ

じ

っ

く

-

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ
ン
を
見
る
人
も
少
-
､
広
い
会

場
の
あ
ち
こ
ち
に
は
大
き
い
輸
､

小
さ
い
輪
が
い
-
つ
も
出
来
､
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
又
面
識
の
な

い
人
同
志
が
　
｢
ど
ち
ら
か
ら
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
｣
､
｢
北
海
道

か
ら
で
す
｣
､
｢
遠
-
か
ら
ご
苦
労

さ
ま
で
す
｣
　
と
か
'
す
ぐ
う
ち
と

け
て
し
ま
う
の
で
す
｡
人
の
声
で

よ
く
聴
え
な
-
て
又
大
き
な
声
を

出
し
て
し
ま
う
と
い
う
具
合
で
そ

れ
は
も
う
大
変
で
し
た
｡

宴
の
途
中
で
全
国
学
員
会
百
三

十
五
支
部
の
支
部
旗
が
今
回
新
調

さ
れ
'
我
が
国
立
支
部
の
支
部
旗

も
三
人
で
受
け
取
-
ま
し
た
｡

帰
-
の
バ
ス
の
中
で
も
ま
だ
ま

だ
に
ぎ
や
か
で
､
知
ら
な
い
人
ど

う
し
が
　
｢
こ
れ
か
ら
バ
ス
で
広
島

へ
帰
り
ま
す
｣
　
と
か
､
ご
出
張
で

来
た
時
は
是
非
お
立
寄
-
下
さ
い
｣

と
か
又
　
｢
二
才
違
い
で
高
齢
者
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
｣
　
と

残
念
が
る
元
気
な
大
先
輩
と
か
大

変
楽
し
い
一
日
で
あ
-
ま
し
た
｡

同
志
と
は
な
ん
と
す
ぼ
ら
し
い

も
の
で
し
ょ
う
か
｡

総
長
に
高
木
学
長
選
任

平
成
二
年
十
一
月
五
日
開
催
の

理
事
会
は
､
高
木
友
之
助
文
学
部

教
授
を
総
長
に
選
任
し
た
｡

総
長
は
､
昭
和
四
十
三
年
当
時

の
升
本
書
兵
衛
総
長
が
辞
任
し
て

以
来
､
二
十
三
年
間
近
く
空
席
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
た
｡

-

　

　

　

　

◇

　

　

　

　

-

中
央
大
学
で
は
､
寄
附
行
為
の

定
め
に
よ
り
､
大
学
に
は
､
学
長

を
置
き
､
経
営
の
最
高
責
任
者
と

し
て
､
理
事
長
を
定
め
､
学
校
法

人
中
央
大
学
が
設
置
す
る
学
校
､

そ
の
他
学
術
研
究
機
関
を
総
括
統

理
す
る
者
と
し
て
　
｢
総
長
｣
を
置

い
て
い
る
｡
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中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

副

支

部

長

　

山

崎

　

　

武

へ
平
成
二
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
ノ

/

　

　

　

　

十

二

月

四

日

ま

で

　

　

)

ギ
リ
シ
ャ
の
表
情

い
つ
か
は
､
西
洋
文
明
の
発
祥
地
､

ギ
リ
シ
ャ
を
探
訪
し
た
い
｡
そ
こ
に
は

パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
が
あ
-
､
西
洋
哲
学

の
開
祖
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
遺
跡
も
あ
る
筈

だ
､
と
考
え
て
い
た
｡

エ
ー
ゲ
海
を
嵐
に
巻
込
ん
だ
､
ス
パ

ル
タ
と
ア
テ
ネ
の
戦
争
､
ア
テ
ネ
は
勝

利
し
た
が
､
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の

征
服
に
よ
っ
て
､
ギ
-
シ
ャ
は
滅
亡
の

到
来
と
な
る
-
ギ
リ
シ
ャ
の
中
心
が
ア

テ
ネ
だ
-
大
王
が
死
亡
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
､
ギ
リ
シ
ャ
は
復
興
す
る
の
だ
が
､

こ
ん
ど
は
隣
国
ト
ル
コ
の
侵
入
征
服
に

よ
-
､
ギ
リ
シ
ャ
は
滅
亡
す
る
｡
パ
ル

テ
ノ
ン
神
殿
も
こ
の
時
被
害
を
受
け
る
｡

時
勢
の
流
れ
に
よ
り
､
再
興
を
果
す
の

だ
が
､
悲
運
に
も
伊
太
利
ム
ッ
ソ
-
-

二
の
襲
撃
を
受
け
て
壊
滅
に
見
舞
わ
れ

る
｡

こ
う
し
て
二
千
年
以
上
も
戦
争
を
繰

返
し
　
｢
国
破
れ
て
山
河
あ
る
｣
　
も
異
民

族
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
､
第
二
次

世
界
大
戦
後
､
内
戦
を
鎮
め
て
立
憲
共

和
国
を
樹
立
し
､
よ
う
や
-
独
立
を
果

し
た
｡そ

の
ギ
リ
シ
ャ
だ
が
､
現
在
の
表
情

は
ど
ん
な
だ
ろ
う
か
｡

イ
ラ
ク
軍
と
多
国
籍
軍
が
対
じ
し
て

ペ
ル
シ
ャ
湾
は
波
高
く
､
戦
雲
急
を
告

げ
て
い
る
｡

平
成
二
年
十
一
月
二
十
五
日
'
午
前

十
時
､
成
田
空
港
を
飛
立
っ
た
､
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
航
空
九
一
五
型
機
は
､
乗
員

乗
客
四
百
余
名
搭
乗
で
､
日
本
列
島
を

北
上
し
､
千
島
列
島
東
部
を
高
度
一
万

二
千
米
　
(
機
内
放
送
)
　
で
飛
行
を
続
け

た
が
､
ベ
1
-
ン
グ
海
上
空
に
達
し
た

頃
は
､
機
下
の
雲
は
夕
焼
に
染
っ
て
美

し
い
｡そ

れ
か
ら
数
時
間
過
ぎ
て
　
｢
只
今
､

北
極
点
上
空
を
通
過
中
､
高
度
八
千
米
､

機
外
は
零
下
四
十
度
｣
　
の
機
内
放
送
だ

が
､
窓
外
は
暗
黒
の
世
界
だ
か
ら
見
る

べ
き
物
は
皆
無
で
あ
る
｡
こ
の
年
､
六

月
二
十
八
日
北
欧
旅
行
の
た
め
同
機
同

時
点
で
同
所
を
通
過
し
た
時
は
､
白
夜

で
あ
っ
た
か
ら
､
見
事
な
北
極
点
を
見

る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
が
｡

何
時
間
仮
眠
し
た
だ
ろ
う
か
｡
北
欧

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ

の
郊
外
に
あ
る
飛
行
場
へ
着
陸
し
た
と

き
､
降
雪
中
で
銀
世
界
だ
っ
た
｡
(
莱

京
と
の
時
差
約
七
時
間
､
搭
乗
時
間
約

十
五
時
間
)
｡

そ
こ
に
待
ち
う
け
て
い
た
A
Y
七
七

三
型
機
　
(
中
型
)
　
に
乗
り
換
え
､
東
南

に
向
っ
て
三
時
間
程
飛
行
す
る
と
､
着

陸
し
た
の
は
ギ
リ
シ
ャ
で
は
な
-
､
ト

ル
コ
国
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
ー
空
港
で
あ

っ

た

か

ら

､

ビ

ッ

ク

リ

し

た

｡

隣
り
は
､
全
世
界
人
が
注
目
し
て
い

る
イ
ラ
ク
国
や
ク
エ
ー
ト
だ
｡

早
く
ギ
リ
シ
ャ
へ
行
き
た
い
｡
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
､
ご
め
ん
だ
｡

ハ
ヤ
ル
心
を
抑
え
て
､
着
陸
目
的
を

ス
チ
ユ
ー
ワ
デ
ス
に
聞
-
と
　
｢
目
下
給

油
･
給
水
･
食
糧
品
の
積
込
み
中
｣
　
と

の
こ
と
で
あ
る
｡

腰
を
落
着
け
､
ト
ラ
ン
プ
で
も
し
よ

う
か
と
思
案
し
､
入
れ
違
い
に
入
っ
て

来
た
ス
チ
ユ
ー
ワ
デ
ス
に
　
｢
エ
ク
ス
キ

ュ
ー
ズ
ミ
ー
　
ト
ラ
ン
プ
　
ギ
ブ
ミ
ー

フ
リ
ー
ズ
｣
　
と
云
っ
た
が
､
全
然
通

じ
な
い
｡
ト
ラ
ン
プ
や
花
札
の
切
-
方

を
手
ま
ね
し
た
ら
　
｢
O
K
｣
　
と
云
っ
て

お
手
ふ
き
を
括
っ
て
来
た
か
ら
､
回
り

に
居
た
人
達
が
大
笑
い
し
た
｡
次
い
で

｢

カ

ー

ド

　

プ

リ

ー

ズ

｣

　

と

云

っ

た

ら

ト
ラ
ン
プ
二
個
を
持
っ
て
き
た
｡
考
え

て
み
た
ら
､
こ
の
搭
乗
機
は
､
国
際
機
で

な
く
､
国
内
機
だ
っ
た
の
だ
｡

機
は
､
滑
走
路
を
ガ
タ
ガ
タ
滑
-
出

し
､
急
上
昇
を
始
め
水
平
飛
行
に
な
っ

て
一
時
間
程
で
ア
テ
ネ
空
港
に
着
陸
｡

バ
ス
に
乗
っ
て
三
十
分
､
｡
フ
レ
ジ
ネ

ン
ト
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
｡
ホ
テ
ル
は
､

二
百
年
前
に
造
ら
れ
た
二
十
階
建
で
自

室
は
十
二
階
､
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
各
階

止
ま
-
､
ド
ア
は
手
動
式
だ
か
ら
､
止

ま
っ
た
ら
素
早
く
開
閉
し
な
い
と
手
遅

れ
に
な
る
｡
い
つ
頃
造
ら
れ
た
機
械
な

の
か
　
〟
三
菱
電
機
製
〟
　
の
プ
レ
ー
ト
が

張
っ
て
あ
っ
た
｡

鏡
の
よ
う
な
エ
ー
ゲ
海

観
光
第
二
日
目
は
､
十
一
月
二
十
六

日
快
晴
無
風
､
午
前
七
時
三
十
分
観
光

バ
ス
で
ホ
テ
ル
を
出
発
､
窓
外
に
密
相

の
並
木
を
見
な
が
ら
､
ピ
レ
ウ
ス
港
に

到
着
し
､
待
ち
受
け
て
い
た
約
一
万
三

千
-
白
亜
三
層
の
遊
覧
船
に
乗
り
込
ん

だ
｡
こ
れ
が
､
エ
ー
ゲ
海
ク
ル
ー
ズ
の

は
じ
ま
り
で
あ
る
｡

ド
ラ
の
音
を
鳴
ら
し
鏡
の
よ
う
な
海

に
白
い
航
跡
を
残
し
な
が
ら
'
ユ
キ
十

島
に
向
っ
て
出
発
し
た
｡
甲
板
に
出
る

パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
(
ギ
リ
シ
ャ
)

と
潮
風
が
繋
-
､
東
京
の
初
夏
を
思
わ

せ
る
｡

i
四
/
園
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
-
､
カ
メ

ラ
や
､
ビ
デ
オ
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
な
め
た
り
､
室
内

に
入
り
パ
チ
ン
コ
で
遊
ん
だ
-
だ
が
､

同
行
の
一
人
が
手
を
動
か
す
度
に
､
硬

貨
が
ザ
ラ
ザ
ラ
出
て
来
る
｡
｢
大
分
儲

か

っ

た

｣

　

と

云

っ

て

､

ビ

ー

ル

や

ジ

ュi

ー
ス
を
船
内
の
売
店
か
ら
持
っ
て
来
て

仲
間
の
者
に
配
っ
た
が
､
話
に
花
が
咲

い
て
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
｡

再
び
､
甲
板
に
出
て
ピ
レ
ウ
ス
港
の

方
を
顧
り
み
る
と
'
丘
の
上
に
白
い
パ

ン
テ
ノ
ン
神
殿
が
見
え
た
｡
神
は
､
海

洋
の
平
和
と
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
｡

エ
ギ
ナ
島
の
港
に
は
､
漁
船
十
数
隻

が
浮
か
び
､
陸
上
に
は
､
幌
馬
車
が
十

輔
ぐ
ら
い
客
待
ち
顔
に
並
ん
で
い
た
｡

下
船
す
る
と
､
島
の
露
店
は
､
ピ
ス

タ
チ
オ
と
い
う
ナ
ッ
ツ
や
'
こ
の
島
で

出
来
た
コ
ッ
プ
水
差
し
な
ど
形
も
色
も

ユ
ニ
ー
ク
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

る
｡
店
番
の
男
は
､
五
十
歳
が
ら
み
で

顔
中
ひ
げ
だ
ら
け
の
笑
顔
で
客
引
を
す

る
｡
ミ
ル
ミ
ド
ン
　
(
蟻
)
　
人
だ
と
云
う
｡

一
時
間
半
位
露
店
や
店
舗
を
ヒ
ヤ
か
し

た
り
､
土
産
物
や
絵
は
が
き
を
買
っ
た

-
､
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
ポ
ー
ズ
を
と

っ
た
-
し
た
｡

こ
の
島
は
､
エ
ー
ゲ
海
商
業
の
中
心

地
で
､
中
世
の
遺
跡
も
多
く
､
ギ
-
シ

ャ
の
首
都
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
が
､
今
は
､
別
荘
地
に
最
適

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

次
の
見
学
地
は
､
ポ
ロ
ス
島
で
あ
る
｡

船
で
一
時
間
半
ほ
ど
南
下
し
た
｡
こ
の

島
は
､
レ
モ
ン
と
オ
リ
ー
ブ
の
林
が
多

い
｡
理
想
的
な
リ
ゾ
ー
ト
島
で
あ
る
｡

建
物
は
､
二
階
建
か
三
階
建
全
部
白

亜
で
屋
根
瓦
は
薄
茶
色
に
統
一
さ
れ
て

い
る
｡
だ
が
､
各
戸
は
岩
場
を
背
景
と

し
､
一
軒
ご
と
に
高
さ
と
形
に
個
性
を

も
た
せ
て
美
し
い
｡

数
百
戸
が
緑
の
山
を
背
景
に
建
ち
並

ん
で
い
た
が
'
上
陸
し
な
い
で
次
の
島

イ
ド
ラ
島
へ
向
っ
た
｡

イ
ド
ラ
島
は
､
片
手
を
広
げ
た
よ
う

な
形
だ
｡
そ
の
手
首
の
付
け
根
の
と
こ

ろ
に
防
波
堤
が
あ
-
､
手
掌
の
部
分
が

漁
港
で
あ
る
｡
三
十
隻
位
の
漁
船
や
商

船
が
浮
ん
で
い
た
｡

指
に
副
っ
て
白
亜
の
二
階
か
､
三
階

建
の
洋
館
が
建
並
ん
で
い
る
｡
指
先
は

山
頂
に
向
っ
て
次
第
に
標
高
を
上
げ
て

ゆ
く
が
､
十
五
､
六
段
は
あ
る
｡
山
頂

附
近
は
､
闊
葉
樹
が
茂
っ
て
い
た
｡
こ

の
島
の
交
通
機
関
は
'
ロ
バ
だ
け
で
あ

る
｡
島
陰
に
古
い
大
砲
が
備
え
付
け
ら

れ
て
い
た
｡
上
陸
し
て
通
路
に
並
ぶ
店

々
を
の
ぞ
い
た
-
､
教
会
を
見
物
し
た

り
､
土
産
物
を
買
っ
た
り
し
た
｡

エ
ー
ゲ
海
が
､
夕
焼
け
に
染
ま
る
こ

ろ
乗
船
し
て
帰
路
に
就
く
｡
カ
モ
メ
が

追
い
か
け
て
来
る
が
､
夕
陽
を
浴
び
た

島

々

は

美

し

く

'

イ

ラ

ク

や

ク

エ

-

ド

な
ど
の
動
向
は
-
念
頭
に
な
か
っ
た
｡

ピ
レ
ウ
ス
港
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
ー

フ
ー
ド
の
夕
食
を
楽
し
ん
で
か
ら
､
観

光
バ
ス
で
プ
レ
ジ
ネ
ン
ト
ホ
テ
ル
へ
帰

-
着
い
た
｡

X

 

X

 

X

第

三

日

日

の

ハ

イ

ラ

イ

ト

は

､

パ

ル

テ
ノ
ン
神
殿
の
見
学
で
あ
る
｡

観
光
バ
ス
は
､
午
前
七
時
三
十
分
､

ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
､
ギ
-
シ
ャ
大
統

領
官
邸
正
門
前
に
停
車
し
た
｡
官
邸
は

闊
葉
樹
に
覆
わ
れ
､
昼
な
お
暗
い
感
じ

で
あ
る
｡
門
の
脇
に
白
い
ボ
ッ
ク
ス
が

あ
り
､
近
衛
兵
が
立
番
勤
務
を
し
て
い

た
｡
赤
丸
帽
子
に
白
十
字
記
章
､
衿
が

青
色
紺
服
に
赤
い
紐
の
縫
い
取
り
が
施

さ
れ
て
い
る
｡
直
前
を
通
っ
て
も
､
横

に
並
ん
で
も
微
動
だ
も
し
な
い
｡
何
組

も
が
､
こ
の
兵
と
並
ん
で
写
真
を
と
っ

て
い
た
｡

バ
ス
に
乗
-
込
む
と
､
赤
松
並
木
の

登
り
坂
を
過
ぎ
､
ギ
リ
シ
ャ
大
学
や
､

ギ
リ
シ
ャ
政
府
前
を
通
過
し
て
､
パ
ル

テ
ノ
ン
神
殿
の
裏
の
方
へ
着
い
た
｡

(
以
下
次
号
へ
)
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忘年バーベキュー会

司
法
試
験
六
九
名
合
格

法
律
学
科
は
､
合
格
者
に
占
め
る

女
子
は
､
一
五
-
八
%
　
(
昨
年
一

三
･
三
%
)
　
を
占
め
た
｡

手
中
お
き
･

司
法
試
験
の
最
終
合
格
者
が
､

十
一
月
二
日
法
務
省
か
ら
発
表
さ

れ
た
｡
　
(
カ
ッ
コ
内
前
年
度
)

今
年
も
桐
蔭
学
園
が
ト
ッ
プ

①
東
京
大

②
早
　
大

③
中
央
大

④
京
都
大

⑤
慶
応
大

九
九
名
(
一
〇
九
名
)

七
〇
名
　
(
九
五
名
)

六
九
名
　
(
七
四
名
)

五
〇
名
　
(
四
三
名
)

三
八
名
　
(
三
五
名
)

家
族
づ
れ
な
ど
二
二
〇
〇
人
が
参
加

#

合
格
者
は
､
前
年
度
よ
り
七
名

少
な
-
四
九
九
名
｡
競
争
率
は
､

四
五
倍
強
と
相
変
ら
ず
の
狭
さ
門
｡

平
均
年
齢
二
八
･
六
五
歳
｡
女
性

は
､
史
上
最
高
七
四
名
の
合
格
｡

中
央
大
学
の
.
9
1
高
校
別
合
格
者

は
､
左
記
の
通
り
｡

①
桐
蔭
学
園
　
(
神
奈
川
)
一
二
六

②
厚
木
　
(
神
奈
川
)
　
七
九

③
国
立
　
(
東
京
)
　
　
七
二

舗
鵬
謹
…
t
l
.
 
I

尚
､
桐
朋
は
､
四
〇
人

C
H
U
O
 
S
P
O
R
T
S

学
員
と
母
校
と
の
絆
を
深
め
､

学
員
相
互
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
　
｢
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
｣
　
が
､
十
一
月
十
八
日
㈲

紅
葉
映
え
る
多
摩
校
舎
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
｡

第
一
回
は
､
卒
業
後
二
十
五
年

目
に
あ
た
る
昭
和
四
十
五
年
卒
と

卒
後
五
十
年
目
に
あ
た
る
昭
和
十

五
年
以
前
の
学
員
に
案
内
状
を
郵

送
｡
約
二
一
〇
〇
人
が
参
加
し
た
｡

ま
た
､
八
号
館
の
教
室
で
行
あ

れ
た
　
｢
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
母

校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
｣
　
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
'
参
加

者
の
興
味
を
抱
か
せ
､
い
ろ
い
ろ

な
意
見
の
最
後
に
､
高
木
総
長
の

｢
中
大
を
日
本
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
大
学
に
発
展
さ
せ
る
｣
　
と
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
終
約
し
た
｡

昼
間
部
志
願
者

過
去
最
高
の
七
万
七
千
余
名

今
年
の
昼
間
部
の
入
学
試
験
は
､

二
月
十
三
日
の
文
学
部
か
ら
始
ま

り
､
法
学
部
法
律
学
科
､
同
政
治

学
科
､
理
工
学
部
､
商
学
部
､
経

済
学
部
の
順
に
行
わ
れ
､
十
九
日

に
終
了
､
三
月
一
日
か
ら
夜
間
部

の
入
試
が
始
り
､
四
日
を
も
っ
て
､

全
日
程
を
終
了
し
た
｡

昼
間
部
の
入
学
志
願
者
は
､
七

万
七
千
百
十
六
人
､
昨
年
を
一
千

九
十
九
人
上
廻
り
､
過
去
最
高
｡

な
か
で
も
､
理
工
学
部
の
伸
び
が

著
し
か
っ
た
｡

全
般
的
に
'
今
年
は
､
女
子
の

共
学
大
学
へ
の
進
出
が
目
立
ち
､

従
来
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
文
､
外

国
語
学
部
に
限
ら
ず
､
社
会
科
学

系
､
理
系
で
も
女
子
占
有
率
が
ア

ッ
プ
し
て
い
る
大
学
が
少
-
な
い
｡

例
と
し
て
､
母
校
中
大
の
法
学
部

第
6
7
回
箱
根
駅
伝

中
大
第
三
位
に
終
わ
る

第
6
7
回
箱
根
駅
伝
は
､
大
東
大

が
二
連
勝
､
通
算
四
度
目
の
優
勝

を
飾
っ
た
｡
､

中
大
は
､
一
一
時
間
二
六
分
三

一
秒
で
第
三
位
｡
来
年
は
､
V
を

狙
え
る
選
手
が
揃
う
の
で
､
期
待

で
き
る
｡
ス
ト
ッ
プ
･
ザ
･
大
東

大
は
､
ど
こ
の
大
学
だ
ろ
う
｡

①
大
東
大
　
②
山
梨
学
院
大

③
中
大
　
④
日
大
　
⑤
日
体
大

全
日
本
相
撲
選
手
権

栗
本
剛
君
ア
マ
横
嗣

十
二
月
二
日
､
両
国
国
技
館
で

開
催
さ
れ
た
､
第
三
十
九
回
全
日

本
相
撲
選
手
権
に
お
い
て
､
栗
本

剛
選
手
　
(
文
･
二
)
　
は
､
決
勝
戦

で
､
専
大
の
戸
田
選
手
を
破
-
､

初
優
勝
し
た
｡

本
学
か
ら
の
ア
マ
横
綱
は
初
｡

-
寄
せ
鍋
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
-

恒
例
の
新
年
会
を
開
催

平
年
よ
り
三
度
も
気
温
が
高
-

快
晴
の
一
月
十
九
日
　
(
土
)
　
夕
刻

お
な
じ
み
の
割
烹
料
理
の
店
　
｢
信

濃
路
｣
　
で
､
恒
例
の
新
年
会
が
開

か
れ
た
｡
お
身
体
の
具
合
が
心
配

さ
れ
て
い
た
村
田
会
長
も
お
元
気

な
お
顔
を
見
せ
ら
れ
､
顧
問
の
､

谷
市
長
､
市
橋
先
生
も
お
忙
し
い

中
を
ご
出
席
下
さ
っ
て
お
話
を
伺

え
た
の
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
｡

谷
市
長
は
､
市
長
の
重
責
を
三
期

の
長
さ
に
わ
た
り
果
さ
れ
､
こ
の

た
び
退
官
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
､

在
任
中
の
ご
功
績
と
､
今
後
の
ご

発
展
に
､
会
員
一
同
心
か
ら
の
拍

手
を
送
っ
た
｡
市
橋
先
生
は
､
女

性
初
の
学
員
会
副
会
長
と
い
う
名

誉
あ
る
お
立
場
に
た
た
れ
､
母
校

の
発
展
に
ご
尽
力
下
さ
る
と
力
強

-
語
ら
れ
､
す
ぼ
ら
し
い
女
性
先

輩
の
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
｡

会
は
､
青
木
健
理
事
の
ス
ム
ー

ス
な
司
会
で
終
始
和
や
か
に
進
行

し
､
村
田
会
長
の
ご
挨
拶
､
山
崎

副
会
長
の
お
話
に
続
き
'
会
員
の

近
況
報
告
を
兼
ね
た
自
己
紹
介
と

な
っ
た
｡
お
一
人
お
一
人
の
個
性

的
な
お
話
し
に
温
か
い
拍
手
が
わ

き
､
私
は
国
立
白
門
会
の
家
庭
的

な
雰
囲
気
に
心
地
よ
-
ひ
た
っ
て

い
た
｡
大
き
な
寄
せ
鍋
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
､
お
酒
が
す
す
ん
で

き
た
頃
､
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
っ
た
｡

別
の
会
か
ら
駆
け
付
け
て
下
さ
っ

た
能
味
副
会
長
か
ら
　
｢
今
年
も
元

気
に
仲
よ
-
や
り
ま
し
ょ
う
｣
　
と

明
る
い
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
､
一
同

か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
｡

お
酒
も
ま
わ
り
'
華
や
か
に
和

や
か
に
､
歓
談
を
楽
し
ん
で
か
ら

や
は
り
最
後
は
､
校
歌
と
応
援
歌

で
-
と
､
円
陣
を
組
ん
で
､
皆
声

た
か
ら
か
に
歌
い
､
楽
し
い
一
時

の
幕
を
閉
じ
た
｡
(
平
本
･
記
)

十
二
月
二
十
三
日
㈲
堀
田
幹
事

長
の
ご
家
族
の
ご
協
力
の
も
と
､

多
摩
川
の
川
原
で
'
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
忘
年
会
を
行
っ
た
｡
川
面
を
吹

く
風
は
肌
寒
-
､
ふ
る
え
な
が
ら

も
､
野
外
の
食
事
は
､
美
味
｡

(
中
央
大
学
)

教
育
･
研
究
振
興
資
金
募
金

ご
協
力
の
お
願
い

◇
募
金
目
標
　
1
0
0
万
円

◇

1

日

　

2

万

円

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
､
募

金
趣
意
書
他
一
式
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
､
ご
連
絡
下
さ
い
｡

村
田
　
亘
　
℡
(
7
5
)
2
0
2
0

堀
田
　
勲
　
℡
(
7
6
)
0
9
9
5
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平成2年度国立自門会決算書呈認筆墨冨

収入の部 劍辷�,ﾉYB�

科目 佇亥｢�予算 �盈｢�決算 冰ﾈ蠅�

年会費 ��Sづ����200,000 �8ﾟﾉN��86,520 免�ﾃ����

学員会交付金 ���30,000 ��9N��25,442 �3�ﾃ����

総会会費 涛�ﾃ����90,000 �,ｩ�ﾙN��81,365 售��ﾃ����

寄付､祝金 ���Rﾃ����120,000 ��ﾘ檠N��230,573 �#��ﾃ����

親睦行事会費 �#C2ﾃ����0 佰�ﾝｹN��25,000 塔�ﾃ����

特別収入 �#津c���50,000 倬ik�w�V儂��3,007 迭ﾃ����

広告料収入 ���20,000 ��Yg(ﾗ8駟N��239,552 鼎�ﾃ����

雑収入 預金利息 前期繰越 �#�ﾃc��������CBﾃcc��0 0 144,668 倅yN��uﾉOYN��鵁ｯｨﾄｨ葎ｾ��10,882 0 100,448 鉄�ﾃ����c津cc��

合計 ���"ﾃsヲ�654,668 俘xﾇb�502,789 田SBﾃcc��

会　　計　　高　橋　雅　章　印

会計監査　　宍　戸　勇　之　Fij

平成3年度国立白門会予算案呈謹呈謹呈
科目 �4Ywb�金額 

収 僖陞���2,000X100* �#��ﾃ����
学貴会交付金 ��Rﾃ�����)kﾂ�30,000 

人 の 部 ��ﾘ檍檠N��4,000×30名 ��#�ﾃ����

寄付 傚Hﾗ8馼ｯ�WH+ｸ,ﾉ�ﾂ�120,000 

特別収入 前期繰越 倡9j�X����6�5X�ｸ�?ﾂ�50,000 100,448 

合計 ��620,448 

支 �8ﾟﾉN��白門会ニュース(年2回) ����ﾃ����
通信費 ��Y��xﾙ�ﾂ�80,000 

会議費 冩�醜檠�ﾂ��ﾈ迚YI�ﾘ檍�ｾ��ﾂ�*X�檠N�9�ｹZｩ^(��30,000 

出 のー ��ﾘ檠N��ﾏ�ﾝｹN��駟k�w�V儂���#C�ﾃ����S�ﾃ����Rﾃ����

部 ��Yg(ﾗ8駟N��艙N��uﾉOYN��鼎�ﾃ����#�ﾃ����SRﾃCC��

合計 ��620,448 

四　三二一

六五四三二二一

轟薗轟歯歯歯歯常盤歯歯歯歯歯播歯歯歯播歯騎

欝　会費納入のお願｡

年会費は白門会ニュースや名簿作成などの財源

蒔ですので､同封の郵便振替用紙で納入をお願いし
‡す｡また､総会当日ご持参して下さっても結構

です｡

年会費　　　2, 000円

輯軽噛輯輯軽噛歯揺噛軽軽歯歯歯軽騎騎軽歯歯歯

平
成
二
年
度
活
動
報
告

厚
生
部

一
､
親
睦
会
　
六
月
九
日
也

藤
村
の
ふ
る
さ
と
木
曽
路
の
旅

馬
箆
､
妻
籠
宿
を
訪
ね
る

二
､
忘
年
会
　
十
二
月
二
十
三
日

㈲
　
多
摩
川
畔
に
て
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
と
バ
ザ
ー
開
催

三
､
新
年
会
　
平
成
三
年
一
月
十

九
日
田
　
割
烹
　
信
濃
路
に
て

事
業
部

一
､
第
十
四
回
-
に
た
ち
サ
ク
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
四
月
九
日
㈲

参
加
予
定
も
荒
天
の
為
､
中
止

二
､
第
二
十
一
回
市
民
ま
つ
り
参

加
の
為
､
準
備
す
る
も
､
雨
天

中
止
｡

組
織
部

一
､
学
員
の
把
握

二
､
会
員
名
簿
の
補
充

三
､
学
員
活
性
化
の
た
め
の
資
料

作
成
｡

広
報
部

一
､
国
立
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

十
一
号
'
第
二
十
二
号
発
行
｡

二
､
大
学
の
行
事
､
親
睦
会
等
の

取
材
｡

三
､
学
員
時
報
へ
の
投
稿
｡

七
､
新
年
会

事
業
部

一
､
第
十
五
回
-
に
た
ち
サ
ク
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
｡
バ

ザ
ー
出
店
｡
(
四
月
七
日
㈲
)

二
､
第
二
十
二
回
市
民
ま
つ
-
へ

参
加
｡
法
律
､
税
務
無
料
相
談

と
バ
ザ
ー
出
店
｡

三
､
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会
　
(
時
勢

に
合
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

討
議
｡
)組

織
部

組
織
の
強
化

会
員
名
簿
の
補
充

新
加
入
会
員
を
勧
誘

会
員
の
消
息
を
追
求

広
報
部

一
､
国
立
自
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

十
三
号
､
第
二
十
四
号
発
行
｡

二
､
学
院
時
報
へ
の
投
稿

三
､
通
知
､
消
息
欄
の
拡
充
｡

｢
第
二
十
一
回
市
民
ま
っ
り
｣
　
と

｢
第
十
五
回
く
に
た
ち
さ
く
ら
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
は
､
雨
天
の
た

め
参
加
を
取
り
止
め
ま
し
た
｡

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝

い
た
し
ま
す
｡

-

お

　

知

　

ら

　

せ

　

-

(
誕
生
)

◆
新
倉
良
平
(
副
幹
事
長
)
夫
人
は

二
月
二
十
七
日
長
男
を
出
産
｡

健
太
朗
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
｡

(
新
会
員
)

◆
上
田
邦
雄
　
(
4
4
･
経
)

〒
離
国
立
市
富
士
見
台
ニ
ー
一

-
三
〇
-
ニ
ー
四
〇
二

℡
0
4
2
5
(
7
2
)
4
8
7
4

(
勤
務
先
)
N
T
T
東
京
電
話
帳

事
業
部

℡

0

3

(

3

7

4

0

)

9

8

1

1

(
移
転
)

◆
柳
井
淳
嘉
(
三
遊
亭
竜
楽
)

〒
規
墨
田
区
向
島
5
の
1
5
の
8

ミ

タ

ニ

マ

ン

シ

ョ

ン

1

0

5

号

℡

0

3

(

5

6

0

8

)

8

1

1

0

(
電
話
番
号
変
更
)

◆
玉
利
武
人
(
関
東
薬
品
造
園
)

会
社
℡
0
4
2
5
(
S
S
)
4
1
0
1

(
勤
務
先
訂
正
)

◆
佐
藤
勝
彦

勤
務
先
/
ジ
ュ
ネ

轟
薗
薗
鴎
鴎
轟
轟
鴎
斡
轟
轟
轟
歯

平
成
三
年
度
活
動
予
定

国
立
市
議
に
3
名
当
選
/

厚
生
部

春
の
親
睦
旅
行

納
涼
会

第
六
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

秋
の
親
睦
旅
行

忘
年
会

囲
碁
大
会

第
十
二
回
統
一
地
方
選
で
､
国

立
白
門
会
会
員
の
　
青
木
健
さ
ん

井
上
正
博
さ
ん
､
風
間
健
さ
ん
が

国
立
市
議
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
｡

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
｡


